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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車のトラクションバッテリのバッテリハウジング（１）であって、前記トラクショ
ンバッテリが前記自動車の底部構造体に組み込まれ、前記バッテリハウジング（１）が、
　少なくとも１つのベースプレート（２）と、
　前記自動車の長手方向に互いに平行に延び、かつ前記自動車の横方向に互いから離間し
ている２つの側壁（３）とを含み、
　前記側壁（３）間に複数の受け入れ空間（４）が形成され、前記受け入れ空間（４）の
それぞれの中に、前記自動車の前記トラクションバッテリの少なくとも１つのバッテリモ
ジュール（１０）が収容される、バッテリハウジング（１）において、
　前記自動車の長手方向に互いに離間している複数の変形要素（９）が前記側壁（３）の
内側（３０）に取り付けられ、および前記バッテリモジュール（１０）が、前記変形要素
（９）の領域において、横方向変形空間（１２）が前記バッテリモジュール（１０）と前
記側壁（３）との間に形成されるように、前記受け入れ空間（４）に配置され、
　前記受け入れ空間（４）のそれぞれが、前記自動車の横方向に互いに平行に延びかつ前
記自動車の前記長手方向に互いに離間している２つの横方向部材（７、８）を含み、前記
横方向部材（７、８）の少なくとも１つが前記変形要素（９）の１つに接続され、
　前記変形要素（９）の少なくとも一部が、前記横方向部材（７、８）の１つの自由端（
７０、８０）にある受け入れ開口（７１、８１）に嵌め込むことができるように成形され
ている保持部分（９０）を有し、
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　前記変形要素（９）のそれぞれが、前記自動車の長手方向に延びかつ前記バッテリハウ
ジング（１）の前記側壁（３）の１つの前記内側（３０）に接続されている支持部分（９
１）を有し、
　前記変形要素（９）のそれぞれが、前記保持部分（９０）と前記支持部分（９１）との
間で、前記支持部分（９１）の平面に対して傾斜して延びる２つの接続部分（９２、９３
）を有し、前記変形要素（９）が三角形の穴のあいた断面形状を有することを特徴とする
、バッテリハウジング（１）。
【請求項２】
　前記変形要素（９）が、一体的に接合される方法で前記横方向部材（７、８）に接続さ
れることを特徴とする、請求項１に記載のバッテリハウジング（１）。
【請求項３】
　前記変形要素（９）の少なくとも一部が、１つまたは２つのバッテリモジュール（１０
）が前記変形要素（９）に固定され得るように設計されている固定部分（９０’）を有す
ることを特徴とする、請求項１または２に記載のバッテリハウジング（１）。
【請求項４】
　前記支持部分（９１）が、一体的に接合される方法で前記バッテリハウジング（１）の
前記側壁（３）の１つの前記内側（３０）に接続されることを特徴とする、請求項１～３
のいずれか一項に記載のバッテリハウジング（１）。
【請求項５】
　前記変形要素（９）が押出形材部品として設計されることを特徴とする、請求項１～４
のいずれか一項に記載のバッテリハウジング（１）。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車のトラクションバッテリのバッテリハウジングに関し、トラクション
バッテリは自動車の底部構造体に組み込まれ、バッテリハウジングは、少なくとも１つの
ベースプレートと、自動車の長手方向に互いに平行に延び、かつ自動車の横方向に互いか
ら離間している２つの側壁とを含み、側壁間に複数の受け入れ空間が形成され、受け入れ
空間のそれぞれの中に、自動車のトラクションバッテリの少なくとも１つのバッテリモジ
ュールが収容される。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関の代わりにまたは内燃機関に加えて、駆動装置として電気エンジンを含む自動
車(motor vehicle)は、動作中に電気エンジンに電気エネルギを供給できるようにするた
めの「トラクションバッテリ」を有する。トラクションバッテリは、高電圧バッテリとし
て設計されて、複数の充電可能なバッテリモジュールを含み、これらのバッテリモジュー
ルは、バッテリハウジングに収容され、互いに電気的に接続される。トラクションバッテ
リのバッテリモジュールが収容されるバッテリハウジングは、様々な方法で自動車内に配
置することができる。１つの可能な収容場所として、例えば、自動車の底部構造体がある
。
【０００３】
　衝突時、特に側面衝突の際に、バッテリハウジング内に収容されたトラクションバッテ
リのバッテリモジュールが、一部の状況下において、高い機械負荷のために損傷すること
があり、したがって、例えば、電解液がバッテリモジュールから漏出するという問題があ
る。したがって、衝突時にモジュールを損傷から保護するために、先行技術において、き
わめて多岐にわたる対策が取られてきた。対策には、とりわけ、機械的に特に安定した構
造のバッテリハウジング、または例えば（特許文献１）から公知のように、バッテリモジ
ュールのさらなる保護用構成要素が含まれる。衝突時に同様にトラクションバッテリのバ
ッテリモジュールを保護する底部構造体が、（特許文献２）および（特許文献３）から公
知である。最後に記載した文献で開示されている底部構造体の場合、受け入れ空間に収容
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されたトラクションバッテリのバッテリモジュールを衝突時の損傷から保護するフレーム
構造が設けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２５０５４５８Ａ１号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１０／０２６４６９９Ａ１号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１３／０２２９０３０Ａ１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、衝突時に特にバッテリモジュールを効果的に保護することができるよ
うに、自動車のトラクションバッテリの対象のタイプのバッテリハウジングを開発するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、請求項１の特徴記載部分の特徴を有する、冒頭に記載したタイプのバッテ
リハウジングによって達成される。従属請求項は、本発明の有利な発展形態に関する。
【０００７】
　本発明によるバッテリハウジングは、自動車の長手方向に互いにから離間している複数
の変形要素が側壁の内側に取り付けられることと、バッテリモジュールが、変形要素の領
域において、横変形空間がバッテリモジュールと側壁との間に形成されるように、受け入
れ空間に配置されることとを特徴とする。本発明は、バッテリモジュールとバッテリハウ
ジングの側壁の内側との間に特定の変形空間を形成し、衝突時に変形することができ、そ
の過程においてエネルギを吸収することができる変形要素をその変形空間に設けるという
概念に基づく。したがって、バッテリモジュール自体が、バッテリハウジングの側壁に直
接接触して置かれることが有利に回避される。側壁自体は、押出形材として設計されるの
が好ましい。本発明による対策により、衝突時、特に側面衝突の際に、バッテリモジュー
ルが損傷を受けるリスクを効果的に低くすることができる。バッテリハウジングは、自動
車の底部構造体にねじ留めできるのが好ましく、それにより、底部構造体に組み込むこと
ができる。代替案として、バッテリハウジングを自動車の底部構造体と一体で形成するこ
とも可能である。
【０００８】
　好ましい実施形態では、受け入れ空間のそれぞれは、自動車の横方向に互いに平行に延
びかつ自動車の長手方向に互いから離間している２つの横方向部材を含み、横方向部材の
少なくとも１つは変形要素の１つに接続される。換言すると、この実施形態では、結果と
して、２つの隣接する横方向部材は、それぞれ受け入れ空間の１つの境界となる。この場
合、横方向部材は、特にバッテリハウジングの機械的な安定性を高める役割を果たす。変
形要素が横方向部材と異なるレオロジー特性を有することが可能であるため、変形要素が
横方向部材に接続されることにより、異質のレオロジー特性を有するアセンブリを形成す
ることができる。例えば、変形要素は、横方向部材よりも低い剛性を有することができる
。横方向部材および変形要素のレオロジー特性を調整することで、衝突時、特に側面衝突
の際のバッテリハウジングの機械的挙動を特定の方法で適合させることができる。好まし
い実施形態では、自動車の長手方向で見て最初および最後の受け入れ空間の横方向部材は
、この場合、それぞれ変形要素の１つに接続され、一方、他のすべての受け入れ空間では
、２つの横方向部材がそれぞれ１つの変形要素に接続される。
【０００９】
　変形要素の取付けを簡単にするために、特に好ましい実施形態では、変形要素の少なく
とも一部は、横方向部材の１つの自由端にある受け入れ開口に嵌め込むことができるよう
に成形されている保持部分を有すると規定することができる。保持部分は、保持部分に割



(4) JP 6529540 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

り当てられた横方向部材の受け入れ開口に密着嵌めの方法で収容できるのが好ましい。
【００１０】
　代替の実施形態では、変形要素の少なくとも一部が、部分において横方向部材の１つの
自由端を覆って延びることができるように成形されている保持部分を有することも可能で
ある。それにより、製造時または取付け時、存在する任意の構成要素誤差を補償すること
が有利に可能になる。
【００１１】
　変形要素を横方向部材で確実に保持するために、有利な実施形態では、変形要素が、部
分において、一体的に接合される方法で横方向部材に接続されると規定することができる
。変形要素は、部分において横方向部材に溶接できるのが好ましい。
【００１２】
　有利な発展形態において、変形要素の少なくとも一部が、部分において１つまたは２つ
のバッテリモジュールが変形要素に固定され得るように設計されている固定部分を有する
ことが提案される。それにより、横方向の変形空間を確保しながら、１つまたは複数のバ
ッテリモジュールを変形要素に直接固定することが可能になる。この場合、有利には、変
形要素を横方向部材に直接接続する必要はない。
【００１３】
　特に有利な実施形態では、変形要素のそれぞれは、保持部分および／または固定部分に
対して横方向に延びかつ側壁の１つの内側に接続されている支持部分を有すると規定する
ことができる。変形要素の支持部分は、バッテリハウジングの側壁の１つの内側での変形
要素の確実な支持を可能にするように設計されるのが好ましい。この場合、支持部分は、
特に、バッテリハウジングの側壁の１つの内側での変形要素の効果的な支持を提供する拡
張された長さを有する。支持部分は、バッテリハウジングの側壁の１つの全高にわたって
延びることができるか、あるいは対応する側壁の全高にわたって一部分のみに延びること
ができる。
【００１４】
　支持部分を確実に保持するために、支持部分は、一体的に接合される方法でバッテリハ
ウジングの側壁の１つに接続できるのが好ましい。各支持部分は、特に側壁の１つに溶接
することができる。この場合、段付き溶接接合と呼ばれるものが特に適切であると分かっ
た。当然のことながら、例えば、ねじ留めまたはリベット打ちなどの他の接合技術も可能
である。
【００１５】
　変形要素の変形挙動を改善するために、特に好ましい実施形態では、変形要素のそれぞ
れが、保持部分および／または固定部分と支持部分との間で、支持部分の平面に対して傾
斜して延びる２つの接続部分を有することが提案される。支持部分と、変形要素の保持部
分および／または固定部分につながった２つの接続部分とは、特に、三角形の穴の空いた
断面形状を形成することができる。この場合、変形要素の構造は、特定の方法で変形要素
の望ましい変形挙動に適合することができる。
【００１６】
　特に好ましい実施形態では、変形要素は、押出形材部品として設計されると規定するこ
とができる。その結果、例えば、変形要素のさらに一層複雑な構造を形成することが可能
であり、それにもかかわらず、変形要素を製造するためのツールのコストを比較的低くす
ることができる。
【００１７】
　動作中のバッテリモジュールの効果的な冷却を可能にするために、有利な発展形態では
、バッテリモジュールを冷却するための１つまたは複数の冷却装置をベースプレートの下
に配置することが提案される。
【００１８】
　本発明のさらなる特徴および利点が、添付図面を参照した、好ましい例示的な実施形態
についての以下の説明に基づいて明らかになるであろう。
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【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】自動車のトラクションバッテリのバッテリハウジングの部分斜視図を示し、前記
バッテリハウジングは、本発明の好ましい例示的な実施形態に従って設計されている。
【図２】図１によるバッテリハウジングの平面図を示す。
【図３】変形要素を用いた、バッテリハウジングの側壁への横方向部材の接続を示す斜視
図を一部透明にして示す。
【図４】側壁への横方向部材の接続を示す平断面図を示す。
【図５】側壁に接続された変形要素の代替の変形実施形態を示す平面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１～４を参照すると、自動車のトラクションバッテリのバッテリハウジング１は、本
発明の第１の例示的な実施形態に従って設計され、内部にトラクションバッテリの複数の
バッテリモジュール１０を収容することができ、ベースプレート２と、自動車の長手方向
（ｘ方向）に互いに平行に延び、かつ自動車の横方向（ｙ方向）に互いから離間している
２つの側壁３とを含む。例えば、押出形材として設計することができる前記２つの側壁３
の１つのみが図に見ることができる。これは、自動車の前進方向に見て、車両の右側に設
けられた側壁３であり、前進方向は、図２において、デカルト座標系のｘ軸の矢先によっ
て表されている。
【００２１】
　バッテリハウジング１は、複数の受け入れ空間４を有し、受け入れ空間４のそれぞれの
中に、自動車のトラクションバッテリの少なくとも１つのバッテリモジュール１０を収容
することができる。図２は、前記受け入れ空間４の一例を全体的に示す。トラクションバ
ッテリの少なくとも１つのバッテリモジュール１０用の１つまたは複数の受け入れ空間４
はそれぞれ、進行方向に見て左側に形成することができる。例えば、バッテリハウジング
１に４つの受け入れ空間４を形成することができ、２つの受け入れ空間４は、それぞれ車
両の長手方向（ｘ方向）に前後して配置することができ、２つの受け入れ空間４は、車両
の横方向（ｙ方向）に互いに隣り合って配置することができる。
【００２２】
　前記受け入れ空間４のそれぞれは、横方向において、右または左側壁３の一部分と、右
または左側壁３から横方向（ｙ方向）に離間して配置され、かつ自動車の長手方向（ｘ方
向）において前記一部分に平行に延びる長手方向部材５の一部分と、右または左側壁３と
長手方向部材５との間で自動車の横方向に延びる２つの横方向部材７、８とを境界として
いる。２つの横方向部材７、８も互いに平行に延び、自動車の長手方向に互いから離間し
て配置されている。バッテリハウジング１が、長手方向に互いから離間し、かつ上記の方
法で右または左側壁３と長手方向部材５との間に配置された３つ以上の横方向部材７、８
を有する場合、共通の横方向部材７、８によってそれぞれ互いから分離されたバッテリモ
ジュール１０用の複数の受け入れ空間４を設けることができる。横方向において、右また
は左側壁３および長手方向形材５の一部分と、２つの横方向部材７、８とを境界とするベ
ースプレート２の一部の領域は、いずれの場合も下方で受け入れ空間４を閉鎖する。冷却
流体を送ることができる１つまたは複数の冷却装置、特に冷却ラインは、ベースプレート
２の下に設けることができるのが好ましく、前記冷却装置は、動作時にトラクションバッ
テリのバッテリモジュール１０を冷却するように構成されている。
【００２３】
　図１～４に示す各横方向部材７、８は、変形要素９を用いて、バッテリハウジング１の
各横方向部材７、８に割り当てられた側壁３に固定されている。図１において、横方向部
材７、８への変形要素９の接続をより明瞭にするために、第１の横方向部材７は、きわめ
て意図的に透明化して示されている。各横方向部材７、８は、割り当てられた側壁３の方
向を向いた自由端部７０、８０に受け入れ開口７１、８１を含む。例えば、図３に示すよ
うに、変形要素９は、保持部分９０と、保持部分９０に対して横方向に延びる平板状の支
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持部分９１とを有し、前記保持部分および支持部分は、支持部分９１の平面に対して傾斜
して延びる２つの接続部分９２、９３を介して互いに接続されている。したがって、変形
要素９は、部分において、三角形の穴の空いた断面形状を有する。支持部分９１は、特に
その長手方向に拡張されているため、側壁３の内側３０での変形要素９の効果的な支持を
提供し、側壁３の全高にわたって延びることができるか、あるいは側壁３の全高にわたっ
て一部分のみに延びることができる。
【００２４】
　各変形要素９の保持部分９０は、取付け時、密着嵌めの方法で横方向部材７、８の受け
入れ開口７１、８１の１つに挿入できるように、部分において成形することができる。受
け入れ開口７１、８１に挿入した後、保持部分９０は、一体的に接合された接続部により
、特に溶接接合部１１により、一体的に接合される方法で横方向部材７、８に接続するこ
とができる。あるいは、各変形要素９の保持部分９０は、保持部分９０に割り当てられた
横方向部材７、８の自由端部７０、８０を囲んで、部分において係合することができるよ
うに設計することもできる。その結果、取付け時、存在する任意の構成要素誤差を補償す
ることが有利に可能になる。さらに、この実施形態では、保持部分９０は、製造または取
付け後に横方向部材７、８に溶接されるのが好ましい。
【００２５】
　変形要素９も、一体的に接合された接続部により、特に溶接接合部により、バッテリハ
ウジング１の側壁３の１つの内側３０に機械接続されるのが好ましい。この場合、各変形
要素９の支持部分９１が対応する側壁３の内側３０に溶接される。この接続では、段付き
溶接接合と呼ばれるものが特に適切であると分かった。
【００２６】
　変形要素９は、変形要素９に接続される横方向部材７、８と異なるレオロジー特性、特
に異なる剛性を有するのが好ましい。変形要素９は、横方向部材７、８よりも低い剛性を
有することができるのが好ましい。特に有利な実施形態では、変形要素９は押出形材部品
として設計することができ、したがって、簡単かつコスト効率の高い方法でより一層複雑
な構造を形成することができる。横方向部材７、８および変形要素９のレオロジー特性の
特定の調整により、衝突時、特に側面衝突の際のバッテリハウジング１の機械的挙動を特
定の方法で適合させることができる。
【００２７】
　図２に示すように、取付け時、バッテリモジュール１０は、横方向部材７、８の端部７
０、８０の位置まで突出するように、横方向部材７、８と、長手方向部材５と、側壁３と
の間の受け入れ空間４に配置される。このようにして、変形要素９の領域において、それ
ぞれの変形空間１２が、バッテリモジュール１０の外側端部と、自動車のバッテリハウジ
ング１の側壁３との間に形成される。それにより、バッテリモジュール１０が側壁３に直
接接触して端部側に置かれるのを防止する。より正確には、バッテリモジュールは、車両
の横方向（ｙ方向）に側壁３から離間される。同様に、他のバッテリモジュール１０も、
そのバッテリモジュールに割り当てられたバッテリハウジング１の受け入れ空間４に配置
され、したがって同様に側壁３から離間される。
【００２８】
　バッテリモジュール１０とバッテリハウジング１の側壁３との間の変形要素９の領域に
特定の変形空間１２を設けることで、特に側面衝突の場合、バッテリモジュール１０を特
に高い信頼性で損傷から保護できることが示された。さらに、変形要素９の支持部分９１
は、バッテリハウジング１の側壁３での横方向部材７、８の支持の改善を可能にする。
【００２９】
　変形要素９の代替の変形実施形態が、図５を参照して、下記にさらに詳細に説明される
。変形要素９はそれぞれ、自動車の長手方向に隣接する２つのバッテリモジュール１０を
部分において変形要素９に固定できるように設計された固定部分９０’を有する。固定部
分９０’は、１つの留めねじをそれぞれ案内することができる２つの穴９００’、９０１
’を有する。固定部分９０’は、例えば、バッテリモジュール１０とそれぞれ連結できる
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ように設計された２つの保持リム９０２’、９０３’をその自由端部に有する。自動車の
長手方向に隣接する２つのバッテリモジュール１０はそれぞれ、コーナ領域で、留めねじ
を用いて固定部分９０’に固定される。
【００３０】
　バッテリハウジング１は、自動車の底部構造体にねじ留めできるのが好ましく、それに
より、底部構造体に組み込むことができる。あるいは、バッテリハウジング１を自動車の
底部構造体と一体で形成することも可能である。
【符号の説明】
【００３１】
　１　バッテリハウジング
　２　ベースプレート
　３　側壁
　４　受け入れ空間
　９　変形要素
　１０　バッテリモジュール
　１２　変形空間
　３０　内側

【図１】 【図２】
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